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伊予美人出荷拡大について
　斑点米カメムシ類注意報発表
　鳥獣被害防止補助の受付け

JAうまトピックス
　理事会だより

特集2　農業者のためのリスクマネジメント
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　プリエール通信

クロスワード・まちがいさがし

JA PLAZA
　レシピ　温野菜サラダ～ニンジンドレッシングで～
　現金・通帳・証書等重要物のお預かりについて
　俳句と川柳／お便りありがとう

インフォメーション
　今月の予定
　いもたきセット発売のお知らせ
　オートパルうまお客様感謝DAY
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今月のうまキッズ

お
茶
摘
み
・
番
茶
作
り
体
験
in
富
郷

　
７
月
９
日
、
富
郷
地
区
で
お
茶
摘
み
・
番
茶
作
り
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
の

体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
に
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
地
元
の

特
産
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
富
郷
茶
業
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
毎
年
開

催
し
、
今
年
で
１７
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
く
も
り
時
々
（
豪
）
雨
と
い
う
中
で
し
た
が
、Ｊ
Ａ
う
ま
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
を
含
め
、
四
国
中
央
市
の
家
族
連
れ
７２
名
が
参
加
し
、
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。
昼
食
に
は
生
産
者
オ
ス
ス
メ
の
『
生
茶
葉
の
天
ぷ
ら
』
や
、
富

郷
地
区
で
採
れ
た
野
菜
で
作
っ
た
カ
レ
ー
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

製茶工場の
見学も
しました

真鍋　希一くん（１才）真鍋 才

毎日　元気いっぱい

にこにこ笑顔

たくましく育ってね



新しい葉っぱが 2～3 枚の
ところで摘むんよ～

上手に摘めたよ！
どれが美味しい

お茶っ葉かな？

苦くておいしい♪
・・・

レンジでチンして
手もみ

手もみ↔乾煎りを
何度か繰り返します

大鍋で

茹でたら

完成！

フライパン
で

乾煎り

ヌルヌル～

スライ
ム

みたい

これが
コンニャク芋
ですよ

あぐりスクールで4月に植えた伊予美人。
株元が見えないくらい葉っぱが大きくなりました。

8月18日 撮影

葉の直径は
　60cmくらい。
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生産者の皆さまへ

伊予美人（里芋）出荷拡大について

伊予美人ブランドによる農家所得の増大を目指します！！
「量は力なり」「品質は信頼なり」

　「伊予美人」の出荷が9月上旬より始まります。これまでのブラ

ンド戦略により、品質や味の良さが定着して各市場や量販店から

「伊予美人」の指定注文が多く入るようになり、販路の拡大に結

び付いています。

　近年、東予地区では「伊予美人」の作付面積が年々拡大してお

り、平成27年度より東予地区の各JAと連携し、「伊予美人」広域選

果に取り組んでいます。各産地の品質統一や出荷情報・販売情報

の一元化を図り、販売力の強化と物流コストの低減により、農家所

得の増大を目指す取り組みを行っています。

　昨年は生産者皆様のご協力により、前年対比で127％（東予地

区全体では136％）の出荷をしていただきました。

　JAうまは、本年も「伊予美人」のメイン産地として、これまで以上

に「伊予美人」の出荷量を増大し、販売交渉力の強化、市場シェア

の向上、値決め販売、規格外品の販売などにより有利販売の取り

組みを行います。

　つきましては、本年も昨年以上に多くの「伊予美人」を、安定・継

続出荷いただきます様、よろしくお願い致します。

斑点米カメムシ類注意報発表
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鳥獣被害防止補助の受付け

　平成30年度に実施する金網や電気柵等設置による侵入防止対策等を行う事業について

要望調査を行います。

　効果的な対策を図る為、集団や地域全体での実施を推奨します。尚、個人による申請

も受け付けます。

　補助率など詳しいことは、JAうま各経済センター（川之江中央・三島中央・豊岡・土

居中央・川下）、川滝支店、新宮支店、富郷出張所および市役所各庁舎・支所に備え付

けの実施要望調査票をご覧ください。

　なお、今回の要望調査は予算計上の参考資料といたしますので、積極的にお申し込み

ください。

9月4日（月）～9月29日（金）
※希望多数の場合、受付順

募集期間

四国中央市 農業振興課 ☎28-6323問い合わせ

斑点米カメムシ類注意報発表

クモヘリカメムシ ミナミアオカメムシ アカスジカスミカメ

　平成29年7月27日付で病害虫防除所より斑点米カメムシ類注意報が発令さ
れました。（発生量やや多～多）
仕上防除を徹底し、より品質の良い米作りを目指しましょう！

防除薬剤
本剤使用
回数

斑点米カメムシ類注意報発表

5



J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

　7月13日、「第2回JAうま6次産業化サポートセンター
利用部会総会」を開きました。提出された議案はす
べて承認されました。役員改選では、部会長に斉藤
道子さん、副部会長に石川節子さん、監事に石川朋
子さんと安藤里子さん、委員に坂上礼子さんを選任
しました。
　意見交換では菓子の製造がしたいと要望があり、
今後検討することになりました。これまでセンターで
開発され審査会を通過した商品は、うどん、アイス、
コロッケなど計13品。JAうま産直市で発売中です。
　総会後は、四国中央保健所の越智啓介さんを講
師に「食中毒の予防と食品衛生」について講演して
頂きました。出席者はメモを取るなど真剣に聞いてい
ました。漬物や蜂蜜などの販売許可に関する質問が
多数出ました。

活発な意見を出し合う
6次化センター利用部会総会

主要作物の夏の管理法を指導
1日営農相談会

　JAうま営農指導課と愛媛県四国中央農業指導
班は、気温が高くなり台風が頻発する夏の主要作
物の農作業について説明する「1日営農相談会」を
7月12～19日まで管内13会場で開きました。現在の
病害虫の発生具合や施肥防除、水管理作業の注
意点などを共有し、高品質安定生産を目指して毎
年7月に開催しています。
　担当者は里芋、山の芋、水稲、柑橘について適
期の施肥防除が大切であると呼びかけ、注意点を
説明。薬剤は病害虫が発生する場所に到達するよ
う、希釈倍数を守り十分な薬量で散布することや、
台風前後には特に注意し予防防除するよう呼びか
けました。

　需要のある盆を前に、7月3日、花しば栽培講習会
を開きました。害虫や葉に出る症状などの写真をス
クリーンに大きく映しながら、防除方法の説明をしま
した。
　梅雨半ばの貴重な晴れ間だったこともあり、25名
程の参加となりましたが、生産者らは資料を見なが
ら真剣に聞き入っていました。

キレイな花しば出荷のために
花しば栽培講習会

笹飾りやお供えを展示
おいでや市 七夕を祝う

　おいでや市では七夕の時期に合わせて笹飾りを
展示しました。生産者の金田町・石川さんが持ってき
てくれた笹を、生産者女性陣の皆さんが豪華に飾り
付けてくれました。来店客には短冊を書いてもらい、
たくさんの願い事が飾られました。
　七夕当日にはお供え用にまんじゅうやスイカ、トウ
モロコシ、トマトなど野菜
を特別販売しました。豊
作を願い店頭に展示した
野菜たちはあったか荘川
之江へ寄付。昼食やおや
つになって利用者さんに
も喜んでいただきました。
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　7月5日と6日の二日間、川之江南中学校2年生3人が
おいでや市で体験学習を行いました。野菜の包装や
陳列、レジの補助など産直市の仕事を体験しました。
　体験した生徒は「『いらっしゃいませ』というのを忘
れてしまったりしたけど、お客さんに頑張ってねと言っ
てもらえて嬉しかった」と働くことの楽しさを語ってくれ
ました。

中学生が産直市で職場体験
仕事の大変さと喜びを学ぶ

水の恩恵に感謝
第44回疏水感謝祭

　7月22日、妻鳥地区土地改良区とJAうまは「第44
回疏水感謝祭」を、川之江中央支店で開きました。
疏水事業に尽力した先人に感謝するため、日頃から
水の恩恵を受けている市内の製紙会社やJA・行政
関係者145名が出席し、神事を執り行いました。
　当日おいでや市では、イベントを開催。生産者の手
作り惣菜やアイス、焼きトウモロコシの販売、ガラポン
抽選会などがあり、来店客で賑わいました。
　吉野川水系銅山川にある新宮ダム、柳瀬ダム、富
郷ダムは、農業用水や工業用水、飲料水として四国
中央市の産業と市民生活を潤しています。

　あったか荘三島では入口横のスペースを利用して
プランター菜園で色 な々野菜を作っています。
　7月19日には収穫したスイカでスイカ割りに挑戦し
ました。「右、右！左！」とかけ声も盛り上がり、童心に
帰って楽しい時間を過ごしました。

　スイカは予想以上に甘く、利用
者の皆さんも「美味しいなぁ」と感
心するほどでした。

あったか荘三島
育てたスイカでスイカ割り

第4回理事会 平成29年7月28日（金）

大口貸出案件の承認について

次世代ファーマーサポート事業計画について

運営規程の一部変更について

平成29年度ディスクロージャー誌の発刊につ

いて

高齢者雇用安定法に伴う就業規則の一部変

更について

新宮土地倉庫の収用に伴う補償金について

第 1 号議案

第 2 号議案

第 3 号議案

第 4 号議案

第 5 号議案

第 6 号議案

平成29年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

7



8



9



10

茎
が
球
形
に
膨
ら
み
、
見
て
も
楽
し
い
コ
ー
ル
ラ
ビ

　
茎
の
基
部
が
カ
ブ
の
よ
う
に
球
形
に

膨
ら
む
コ
ー
ル
ラ
ビ
。別
名
を
球
形
カ
ン

ラ
ン（
甘
藍
＝
キ
ャ
ベ
ツ
）と
も
。地
中
海

沿
岸
地
方
の
原
産
、
葉
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

に
似
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
原
始
型

と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
明
治
初
期
と

古
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
は
食
べ
方
が
分
か
ら
ず
、
和
食

に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
の
よ
う
で
す
。

　
味
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
茎
の
部
分
に

似
て
、
こ
く
が
あ
り
、
癖
が
な
く
、
歯
応

え
が
良
く
、
適
度
な
甘
味
も
あ
り
ま
す
。

皮
を
む
い
て
４
〜
５
㎜
の
薄
切
り
に
し
、

サ
ラ
ダ
や
あ
え
物
、
ク
リ
ー
ム
煮
に
し
た

り
、油
揚
げ
な
ど
と
合
わ
せ
て
煮
物
に
し

た
り
と
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
カ
ブ
の
３
〜
４

倍
、
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
で
、
高
血
圧
を
予

防
し
、
免
疫
力
を
高
め
、
美
肌
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。生
育
適
温
は
、１５
〜
２０
度
、

冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
も

高
温
や
低
温
に
耐
え
る
力
が
あ
る
の
で
、

栽
培
し
や
す
い
野
菜
と
い
え
ま
す
。

　
種
ま
き
の
適
期
は
６
月
中
旬
か
ら
８

月
初
旬
ぐ
ら
い
ま
で
の
夏
ま
き
と
、
９
月

上
旬
か
ら
１０
月
上
旬
の
秋
ま
き
で
す
。

　
畑
は
前
も
っ
て
石
灰
と
堆
肥
を
全
面

に
ま
き
、
１５
〜
２０
㎝
の
深
さ
に
よ
く
耕
し

て
お
き
、種
ま
き
の
前
に
、条
間
５０
㎝
、く

わ
幅
の
溝
に
、
元
肥
と
し
て
油
か
す
、
化

成
肥
料
を
１
平
方
ｍ
当
た
り
、そ
れ
ぞ
れ

大
さ
じ
３
杯
を
施
し
、
軽
く
覆
土
し
て
、

種
子
を
２
〜
３
㎝
間
隔
に
ま
き
付
け
ま

す
。
　
発
芽
し
た
ら
育
つ
に
つ
れ
て
間
引
き
、

最
終
株
間
を
１５
〜
１７
㎝
ぐ
ら
い
に
し
ま

す
。生
育
の
途
中
２
〜
３
回
、
化
成
肥
料

を
追
肥
し
ま
し
ょ
う
。

　
３
号
ポ
リ
鉢
に
４
〜
５
粒
ま
き
、
育
つ

に
つ
れ
て
間
引
き
１
株
を
残
し
、本
葉
４

〜
５
枚
の
苗
に
仕
上
げ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に

株
間
１５
〜
１７
㎝
植
え
と
し
、
球
形
に
膨

ら
む
様
子
を
見
て
楽
し
む
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　
球
が
４
〜
５
㎝
に
肥
大
し
た
頃
、
図
の

よ
う
に
球
か
ら
横
に
向
か
っ
て
伸
び
て

い
る
葉
の
葉
柄
を
２
〜
３
㎝
残
し
て
切

り
取
り
、球
の
肥
大
を
促
し
ま
す
。

　
収
穫
は
球
径
が
５
〜
６
㎝
に
肥
大
し

た
頃
か
ら
逐
次
行
い
ま
す
。大
き
く
な
り

過
ぎ
る
と
肉
質
が
堅
く
な
る
の
で
、取
り

遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
球
の
下
部
、根
元
付
近
は
堅
く
て
食
べ

ら
れ
な
い
の
で
、
１
〜
１.５
㎝
は
切
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。収
穫
物
は
新
聞
紙
に
包
ん

で
冷
暗
所
に
置
け
ば
４
〜
５
日
ぐ
ら
い

は
十
分
持
ち
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
現
在
で
も
約
２
千
万
件
の
持
ち
主
が
分
か
ら
な
い
記

録
が
、
日
本
年
金
機
構
に
残
っ
て
い
ま
す
。
「
年
金
特
別

便
」
や
「
年
金
定
期
便
」
で
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

1
0
0
％
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
確
認

し
づ
ら
い
ケ
ー
ス
と
し
て
は

①
旧
姓
の
方
や
読
み
間
違
い
や
す
い
名
前
の
方

②
実
際
の
生
年
月
日
で
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
今
回
10
年
以
上
の
方
が
年
金
を
受
け
取
れ
る
方
に
つ
い
て

は
住
基
コ
ー
ド
等
で
確
認
で
き
た
方
に
つ
い
て
裁
定
請
求
書

が
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
10
年
未
満
の
方
で
も
年
金
記
録

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
10
年
未
満
の
方
に
つ
い
て
も
住

基
コ
ー
ド
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
方
に
つ
き
記
録
が
送
付
さ

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
自
身
の
過
去
の
履
歴
を
思
い
出

し
、
日
本
年
金
機
構
で
確
認
し
て
下
さ
い
。
70
歳
未
満
の
方

で
あ
れ
ば
国
民
年
金
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
10
年
を
満

た
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
資
格
期
間
が
１０
年
以
上
の
方
が

　
年
金
を
受
け
取
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
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相
続
と
親
族
　
そ
の
１３

　
今
回
は
扶
養
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
　
民
法
に
は
「
夫
婦
は
同
居
し
、
互

い
に
協
力
し
扶
助
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
（
７
５
２
条
）
と
い
う
規
定

が
あ
り
、
扶
養
に
つ
い
て
は
民
法
８

７
７
条
か
ら
８
８
１
条
ま
で
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

　
民
法
に
よ
る
と
、
「
直
系
血
族
及

び
兄
弟
姉
妹
は
互
い
に
扶
養
す
る
義

務
が
あ
る
。
」
（
８
７
７
条
１
項
）

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
き
に
は
、
家
庭

裁
判
所
は
３
親
等
内
の
親
族
間
で

も
、
扶
養
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
（
８
７
７

条
２
項
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
扶
養
の
内
容
は
何
で

し
ょ
う
か
。
他
人
の
生
活
の
面
倒
を

見
る
こ
と
だ
と
い
う
理
解
は
で
き
る

も
の
の
、
ど
ん
な
面
倒
を
見
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
は
生
活
保

護
義
務
と
生
活
扶
助
義
務
の
２
つ
の

分
類
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
義
務
は
幼
い
子
に
対
し

て
や
、
夫
婦
間
の
よ
う
に
、
他
人
を

扶
養
す
る
こ
と
が
そ
の
身
分
か
ら
当

然
に
生
じ
る
も
の
で
、
自
分
と
同
じ

程
度
の
生
活
を
維
持
さ
せ
る
義
務
と

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
生
活
扶
助
義
務
は
扶
養
の

対
象
者
が
生
活
に
困
っ
た
と
き
に
、

自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
の

な
い
程
度
の
援
助
を
す
る
義
務
と
理

解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
考
え
方
は
こ
の
分
類
を

修
正
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
説
明
し
た
考
え
方
は
扶
養
義
務

の
原
則
的
な
考
え
方
と
い
っ
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
扶
養
の
内
容
に
つ
い

て
、
扶
養
す
べ
き
者
と
扶
養
さ
れ
る

者
と
の
間
で
協
議
が
で
き
な
い
と
き

は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
扶
養
権

利
者
の
需
要
、
扶
養
義
務
者
の
資
力

そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資
産
管
理
の
法
律
ガ
イ
ド

J
A
全
中
・
J
A
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー
　
顧
問
弁
護
士
●
草
薙
一
郎

資産保全サポートセンター
電話：0896-24-2327　Eメール：shisan-support@ja-uma.or.jp

お問合せ先

農
業
機
械
の
こ
こ
が
危
な
い
　
収
穫
機
編

　
土
地
利
用
型
農
業
で
は
間
も
な
く

収
穫
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
事
故
を
起

こ
さ
ぬ
こ
と
を
第
一
に
品
質
が
良
い
物

を
大
量
に
収
穫
す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
収
穫
に
気
を
取
ら
れ
過
ぎ

て
、
機
械
の
故
障
や
天
候
の
変
化
、
体

調
の
変
化
を
把
握
し
損
ね
て
事
故
を
起

こ
し
、
適
期
作
業
を
逃
す
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
作
業
に
は
休
憩
を
組
み
込

む
こ
と
、
組
み
作
業
で
は
作
業
の
強
度

に
応
じ
て
役
割
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
前
回
の
使
用
か
ら
ほ
ぼ
1
年
が
経
過

し
た
収
穫
機
は
、
前
年
の
作
業
終
了
後

に
点
検
整
備
、
消
耗
品
な
ど
の
交
換
は

し
た
で
し
ょ
う
か
。
作
業
開
始
直
前
に

な
っ
て
点
検
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
す

が
、
大
き
な
部
品
の
交
換
な
ど
は
す
ぐ

に
は
で
き
ず
、
作
業
計
画
に
支
障
を
来

し
ま
す
。
安
全
装
置
の
操
作
を
復
習
す

る
と
と
も
に
、
作
動
確
認
も
し
ま
し
ょ

う
。
　
コ
ン
バ
イ
ン
で
は
、
死
角
が
か
な
り

あ
り
、
共
同
作
業
者
が
機
械
の
す
ぐ
近

く
に
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
常
に
位

置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
共
同
作
業

者
も
機
械
と
は
遠
い
側
に
位
置
取
り
を

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
倒
伏
稲
が
多
い
場

合
は
、
機
械
の
至
近
に
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
最
近
の
コ
ン
バ
イ
ン
は
倒

伏
し
て
い
て
も
刈
り
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
無
理
に
稲
を
起
こ
す
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

　
全
面
刈
り
で
は
な
い
場
合
に
、
手
こ

ぎ
し
ま
す
が
、
そ
の
供
給
は
、
刈
り
取

り
ヘ
ッ
ダ
を
下
ろ
し
、
フ
ィ
ー
ド
チ
ェ
ン

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
位
置
で

供
給
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
の
と
き
は
、

緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

わ
ら
詰
ま
り
の
除
去
で
は
、
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
さ
せ
て
取
り
除
く
こ
と
が
必
須

で
す
。

　
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
は
ト
ラ
ク

タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
選
別
作
業
者
の

連
携
が
大
切
で
す
。
危
険
を
感
じ
た
と

き
に
は
た
め
ら
わ
ず
に
作
動
を
停
止
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
小
さ
な
異
変

で
も
無
視
す
れ
ば
大
き
な
損
失
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ケ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
や
フ
ォ
ー

レ
ー
ジ
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
も
伴
走
車
と

の
協
調
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
傾
斜
地

作
業
の
場
合
に
は
転
倒
の
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。
圃
（
ほ
）
場
の
形
状
や
株
跡
の

把
握
が
大
切
で
す
。

●
ス
ト
ッ
プ
！
　
農
作
業
事
故

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武
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※土居会館の電話は三島に転送されます

お彼岸とは
ひがん

ひがん し がん

まひがし まにし
　「彼岸」は西に位置し、「此岸」は東に位置するとされています。

　3月の春分の日と9月の秋分の日は、太陽が真東から昇り真西に沈む日です。

春のお彼岸→春分の日を中日とし前後3日間の計7日間

秋のお彼岸→秋分の日を中日とし前後3日間の計7日間

この日に夕日を拝むのは西にある極楽浄土に向かって
拝むことになると言われています。

「暑さ寒さも彼岸まで」と言われているように、お彼岸が来ると最も過ごしやすい季節になります。
そして、キレイな夕日が拝めるように中日が晴れるといいですね！

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。

そのため、この行いは功徳があるといわれています。

お彼岸には、お墓参りはもちろん仏壇などのお掃除をして

ご先祖様に敬意を払い供養しましょう



郵 便 は が き

四国中央市三島金子2-4-23
JAうま　総務部企画課
広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

①
エ
ジ
プ
ト
を
流
れ
る
大
河

③
品
物
を
し
ま
っ
て
お
く
建
物

⑥
ピ
カ
ソ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
と
い
え

ば
⑦
山
伏
が
吹
き
鳴
ら
す
物

⑧
え
び
す
様
が
持
っ
て
い
る
道
具

⑩
手
の
指
を
握
り
込
ん
で
作
り
ま
す

⑭
立
ち
上
が
っ
て
膝
の
│
│
運
動
を
し
た

⑯
水
を
入
れ
て
植
物
へ
の
水
や
り
に
使
い
ま

す
⑱
面
取
り
を
し
て
落
と
す
物

⑲
首
の
長
い
動
物

⑳
芋
が
ら
と
も
い
う
食
材

①
陰
暦
9
月
の
異
称

②
船
が
停
泊
す
る
と
き
に
下
ろ
し
ま
す

③
青
く
晴
れ
渡
る
も
の

④
口
に
水
を
含
ん
で
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ

⑤
出
会
っ
た
瞬
間
に
落
ち
る
こ
と
も

⑦
リ
ス
が
餌
を
詰
め
込
む
と
こ
ろ

⑨
漢
字
で
書
く
と
雑
魚
。
取
る
に
足
ら
な

い
も
の
の
こ
と

⑪
量
よ
り
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑫
角
度
を
測
る
と
き
に
使
い
ま
す

⑬
一
番
近
い
所
。
│
│
の
駅
ま
で
徒
歩
3

分
だ

⑮
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⑯
│
│
外
れ
の
花
が
咲
い
た

⑰
│
│
を
天
に
任
せ
て
勝
負
し
た

お
詫
び
と
訂
正

8
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
タ
テ
の
カ
ギ
「
⑦
1
1
7
に
電
話
を
か
け
る
と
聞
け
ま
す
」
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
９
月
25
日
（
月
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募67通）
カブトムシ

7月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

9月号
クロスワード解答
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１．広報誌の全体の印象

・文章について

・写真・デザインについて

・情報量について

良い・ふつう・悪い

良い・ふつう・悪い

多い・ちょうど良い・少ない

３．広報誌について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

４．JA事業をご利用にあたって、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．各コーナーについて

今月のうまキッズ
お茶摘み体験
伊予美人出荷拡大 他
トピックス
リスクマネジメント
コスモスちゃん知恵袋
インフォメーション
クイズ＆レシピ
JA PLAZA
今月の予定 他

・P1-2
・P2-3
・P4
・P5-7
・P8-9
・P10-11
・P12
・P13-14
・P15
・P16

良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い
良い・ふつう・悪い

アンケートにご協力ください（1・2はあてはまるものに○をつけてください）

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

温野菜サラダ
～ニンジンドレッシングで～

ニンジンドレッシング
　米酢………………………………100ml
　EVオリーブ油……………………100ml
　サラダ油…………………………100ml
　すりおろしタマネギ………………1/2個
　すりおろしニンジン………………1/2本
　塩…………………………………小さじ1
　こしょう……………………………少々
　しょうゆ…………………………大さじ1
温野菜
　アスパラガス………………………１本
　ブロッコリー………………………２房
　カブ…………………………………1/2個
　ジャガイモ…………………………１個
　ベビーキャロット…………………２本
ミニトマト……………………………２個

材料（1人分）

⑴ドレッシングの材料を混ぜ合わせる。
⑵ジャガイモは下ゆでした後、素揚げにし、その他の野菜はそれぞれ沸騰した湯で歯
応えが残るようにゆでる。

⑶⑵を器に盛りカットしたミニトマトを飾り、ニンジンドレッシングを回し掛ける。

作り方

カルパッチョソースとしても、ゆでた豚肉などに掛けてもグッド。

point

Cooking
「キッチン晴人」のオーナーシェフ

永井  智一

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、62円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

組合員・ご利用者の皆様へ

現金・通帳・証書等重要物の
お預かりについて

　当組合では、皆様の大切な財産を正確にお預かりするた
め、以下のような取扱いを徹底しています。貯金等の入出
金の際には、内容をご理解頂き、ご協力下さいますようお
願い申し上げます。

１．当組合職員が現金・通帳・証書等重要物をお預かりす
る際には、必ず組合書式の「受取書」や「領収書」を
発行し、お渡しいたします。「受取書」や「領収書」
を発行しないで現金、証書等をお預かりすることはい
たしません。尚、名刺やメモ書き等で代用することも
ございません。

２．通帳・証書等重要物は事務手続の間お預かりするもの
で、長期間お預かりすることはございません。

３．現金、証書等お届けの際「受取書」の【手続処理後お
渡しするもの】欄の返却物件をご確認の上、必ずお客
様が「受取書」裏面に、お受取日の記入・署名・押印
（現金お受取時のみ）をお願い申し上げます。又、組
合職員が貯金等の印鑑をお預かりすることもございま
せん。

４．貯金払戻申込書には必ず押印の上、おなまえ（フリガ
ナも含む）・金額・日付・口座番号等のご記入をお願
いいたします。その際には、金額の左端に「￥」マー
クをご記入ください。

　万一、上記の取扱いが守られていない場合や、ご不審な
事案がございましたら、下記までご連絡いただきますよう
お願い申し上げます。

JAうま 本店 総務部 総合対策課 TEL：0896－24－3736
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聞
く
耳
と
聞
か
な
い
耳
を
持
ち
同
居
　
　
　
　
　
宗
景
マ
リ
子

草
取
っ
て
取
っ
て
取
っ
て
も
追
い
駆
け
る
　
　
　
河
村
ス
ミ
子

ラ
イ
バ
ル
も
同
じ
思
い
の
不
即
不
離
　
　
　
　
　
篠
原
　
　
久

ゲ
ー
ム
・
メ
ル
カ
リ
止
ど
ま
り
知
ら
ぬ
好
奇
心
　
鈴
木
多
恵
子

そ
れ
か
ら
の
話
が
弾
み
茶
を
替
え
る
　
　
　
　
　
土
居
恵
美
子

待
ち
か
ね
た
曾
孫
が
来
て
も
口
守
う
り
　
　
　
　
中
田
　
葉
子

半
音
の
ず
れ
引
き
ず
っ
て
爪
を
切
る
　
　
　
　
　
西
村
　
寛
子

影
武
者
も
時
ど
き
気
ま
ま
を
し
た
く
な
る
　
　
　
石
井
　
千
恵

北
の
果
て
ス
コ
ト
ン
岬
名
の
ゆ
か
い
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
惠

ス
ッ
ピ
ン
を
マ
ス
ク
で
隠
し
ス
ー
パ
ー
へ
　
　
　
玉
井
こ
ず
え

投
句
募
集
中
！

花
も
み
ず
赤
い
実
を
つ
け
そ
よ
と
揺
れ
名
も
知
ら
ぬ
ま
ゝ
庭
に
幾
年

齊
藤
　
珠
枝
　

「まちがいさがし」答え ： 2 …………トンボが大きい　　 3 …………建物が低い　　 5 …………帽子のつばが下がっている
　　　　　　　　　　　 8 …………飲み物の量が少ない　　 11 ………犬の目が閉じている

る
人
に
会
う
の
で
す
が
、
20
㎝
位

の
畦
道
を
す
い
す
い
と
歩
い
て
い

ま
す
。本
当
に
う
ら
や
ま
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】農
家
の
方
た
ち
は
ご
年
配
で

も
お
元
気
で
す
よ
ね
。重
そ
う
な

物
も
ヒ
ョ
イ
と
持
ち
上
げ
て
し
ま

い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
暑
い
で
す
。熱

中
症
に
は
お
気
を
つ
け
て
！

☆
何
日
も
雨
が
降
ら
な
い
か
と
思

う
と
、突
然
大
雨
が
降
っ
た
り
。農

家
の
方
は
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

（
Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
）

【
編
】今
年
は
日
本
各
地
で
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
被
害
が
た
く
さ
ん
出

ま
し
た
。最
近
の
天
気
は
本
当
に

極
端
で
す
ね
。自
然
相
手
で
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
少

し
控
え
め
で
お
願
い
し
た
い
も
の

で
す
。

☆
先
日
、年
金
定
期
貯
金「
結
い
の

恵
み
」で
当
選
。お
米
15
㎏
送
っ
て

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

【
編
】
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
ふ
む
ふ
む
、
数
あ
る
農
畜
産

物
の
中
か
ら
お
米
を
選
ん
だ
の
で

す
ね
。お
米
は
食
事
の
基
本
で
す

も
の
ね
。美
味
し
く
召
し
上
が
っ

て
く
だ
さ
い
！

☆
庭
先
に
植
え
て
い
る
木
蓮
の

木
の
付
近
の
土
に
5
0
0
円
玉
ぐ

ら
い
の
穴
が
で
き
、
朝
5
時
頃
か

ら
蝉
が
皮
を
つ
け
た
ま
ま
出
て
き

ま
す
。木
蓮
の
木
に
這
い
上
が
っ

た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
く
っ
つ
い

た
り
し
て
羽
化
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で

す
。

（
Ｎ
・
Ａ
さ
ん
）

【
編
】
す
ご
い
！
抜
け
殻
を
見
つ
け

る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
成
虫
に

な
る
様
子
は
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
。見
て
み
た
い
で
す
が
、
起
き
ら

れ
な
い
か
も
…（
汗
）

☆
毎
朝
50
分
位
杖
を
つ
い
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
ま
す
。

途
中
田
ん
ぼ
の
水
を
見
回
っ
て
い

【
編
】
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
き
そ

う
で
す
。今
年
は
わ
た
し
、
ラ
グ

ビ
ー
ス
イ
カ
の
美
味
し
さ
を
知

り
ま
し
た
。

【
編
】ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
！
な
ぞ
の
生

き
物
で
す
が
可
愛
い
で
す
よ
ね
。

（
Ａ
・
Ｙ
さ
ん
）

（
メ
イ
メ
イ
さ
ん
）

我
も
ま
た
父
の
匂
ひ
や
汗
拭
い
　
　
　
　
　
　
ま
る
に
っ
ち
ゃ
ん

台
風
の
怖
さ
に
我
は
涙
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

紫
陽
花
の
沿
道
つ
づ
く
七
曲
が
り
　
　
　
　
　
　
石
村
　
智
子

我
は
今
釣
ら
れ
し
山
女
魚
手
術
台
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
信
正

水
張
れ
ば
蛙
ケ
ロ
ケ
ロ
騒
ぎ
出
す
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

朝
焼
け
や
植
田
を
歩
く
二
羽
の
鷺
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

柿
の
花
行
き
交
ふ
人
も
な
か
り
け
り
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

扇
風
機
出
し
て
児
ら
待
つ
金
曜
日
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

燦
燦
と
輝
く
朝
日
夏
は
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

空
蝉
や
産
直
市
の
軒
先
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

や
ま
め

　
夏
の
思
い
出
。
我
が

家
に
は
ブ
ド
ウ
の
木

が
１
本
あ
る
の
で
す

が
、
夏
の
夜
は
毎
日
カ

ブ
ト
虫
が
寄
っ
て
き
ま
す
。
怖
く
て

触
れ
な
い
私
は
祖
母
が
捕
ま
え
る
姿

を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
り
、
突
然
飛
び

立
つ
カ
ブ
ト
虫
に
ギ
ャ
ー
と
叫
ん
だ

り
…
。 10月13日（金）　8：30～16：00

　　　14日（土）　8：30～15：00
【日 時】

●農林水産研究所
　　　　TEL：089-993-2020
●果樹研究センター
　　　　TEL：089-977-2100

【問合わせ先】

　愛媛県農林水産研究所（松山市上難波）及び果樹研究センター（松山
市下伊台町）では、県民の皆さんに親しんでいただくため、試験・研究成
果の発表、施設や研究ほ場の公開に加え、さまざまなイベントを開催しま
す。ぜひ、お出かけください。




